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サハリン中部におけるポロナイスク低地帯西縁断層の第四紀後期断層運動

Late Quaternary faulting along the western margin of the Poronaysk Lowland, central

Sakhalin, Russia
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ロシア連邦サハリン島中部・ポロナイスク低地帯西縁断層について，空中写真判読により断層の分布を明らか
にするとともに，現地での地形・地質調査およびトレンチ掘削調査により，断層の変位様式や変位速度，第四紀
後期の活動性について検討した．この断層は北緯4 9度付近から5 0度1 0分付近まで，長さ約1 5 0 k mにわたって連続
し，逆断層に典型的な変位地形が各所で見られる．断層の変位速度は数 m m / y rに達するものと推定される．
S m i r n y k h市街地の北方で行ったトレンチ掘削調査では，約4 0度で西傾斜する逆断層が確認された．最新イベント
に伴うネットスリップは約5mと見積られる．

1 9 9 7～1 9 9 8年度文部省国際学術研究「極東ロシアにおけるテクトニクスと活断層に関する総合調査」（代表
者：木村　学）の一環として，サハリン島の主要な活断層の空中写真判読と現地調査を行った．本報告では，こ
のうち1 9 9 8年に行ったサハリン中部・ポロナイスク低地帯西縁断層の調査について報告する．この調査では空中
写真判読により断層の分布を明らかにするとともに，現地での地形・地質調査およびトレンチ掘削調査により，
断層の変位様式や変位速度，第四紀後期の活動性について検討した．

ポロナイスク低地帯西縁断層は北緯4 9度付近から5 0度1 0分付近まで，長さ約1 5 0 k mにわたって連続する．こ
の第四紀後期にも活動的なトレースは，地質境界としてのT y m - P o r o n a y s k断層の東側に位置する．断層の地表トレ
ースは屈曲にとみ，低断層崖やバルジ，地形面の撓曲・逆傾斜などの，逆断層に沿って典型的に見られる変位地
形が連続する．断層の上盤側には，flexural-slip faultと考えられる層面すべり断層が多数発達する．

ポロナイスク低地帯西縁には，西サハリン山地から流下する河川によって形成された第四紀後期の扇状地や
河岸段丘がよく発達しており，これらが西縁断層によって累積的に変位を受けている．この地域に最も広く発達
する地形面は，面の保存状態などから最終氷期に形成された地形面であると推定されるが，この面が最大で約
2 5 m垂直変位している．地表付近で観察される断層の傾斜（約3 0度）が地下へも延長すると仮定すると，断層の
ネットスリップ速度は約2.5mm/yrとなる．

北緯4 9度4 5分に位置するS m i r n y k h市街地の北方で行ったトレンチ掘削調査では，完新世の段丘堆積物を切る
明瞭な断層帯を確認した．断層帯は約4 0度で西傾斜する主断層と，その上盤側に位置し，約6 0度で西傾斜する副
次的な断層からなる．主断層に沿っては，段丘礫層がその上位のフラッドローム堆積物にのしあげている．解読
されるイベントは1回で，それに伴う垂直変位量は約3 . 5 mである．また礫層の上面の長さを計測して得られる水平
短縮量は約3 . 5 mである．これらの値から，このイベントに伴うネットスリップが約5 mと見積られる．壁面から採
取された木炭を現在 A M Sにより年代測定中であり，当日はその結果も踏まえてこのイベントの時期について論じ
る．


